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ＩＣＴ施工に関する各種基準等についてＩＣＴ施工に関する各種基準等についてＩＣＴ施工に関する各種基準等についてＩＣＴ施工に関する各種基準等について

１．新たな基準等について（一覧表）１．新たな基準等について（一覧表）１．新たな基準等について（一覧表）１．新たな基準等について（一覧表）

２．主な基準の概要２．主な基準の概要２．主な基準の概要２．主な基準の概要

・地上レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）

・ステレオ写真測量（地上移動体）による土工の出来高算出要領（案）

・ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）

・TS（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理要領（土工編）

・RTK-GNSSを用いた出来形管理要領（土工編）

・無人航空機搭載型ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰを用いた出来形管理要領（土工編）

・地上型ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰを用いた出来形管理要領（舗装工事編）（案）

３．工事成績評定における取扱い３．工事成績評定における取扱い３．工事成績評定における取扱い３．工事成績評定における取扱い

次第



◆ 「ＩＣＴ（土工）」「ＩＣＴ（土工）」「ＩＣＴ（土工）」「ＩＣＴ（土工）」：：：：山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成29292929年４月試行開始年４月試行開始年４月試行開始年４月試行開始

H29年度 １６基準 ⇒ H30H30H30H30年度年度年度年度 ３０基準３０基準３０基準３０基準

「ＩＣＴ（土工）」の実践を踏まえた課題への対応や、小規模な工事へ

の適用、さらなる効率化をもたらす新技術を活用するため、平成29年

4月から国で新たに定めた基準等（改訂含む。）

※一部では、ICT（舗装工）の内容も含む。

◆ 「ＩＣＴ「ＩＣＴ「ＩＣＴ「ＩＣＴ（舗装工（舗装工（舗装工（舗装工））））」」」」：：：：山形県山形県山形県山形県県土整備部：県土整備部：県土整備部：県土整備部：平成平成平成平成30303030年年年年４月試行開始４月試行開始４月試行開始４月試行開始

H30H30H30H30年度年度年度年度 ６基準６基準６基準６基準

舗装工の生産性向上を図るため、平成29年4月から国で新た

に定めた基準等（改訂含む。）

※情報化施工技術から移行した基準も含む。

☆☆☆☆原則国準拠とし、県で所有する基準がある場合は、県版を改訂原則国準拠とし、県で所有する基準がある場合は、県版を改訂原則国準拠とし、県で所有する基準がある場合は、県版を改訂原則国準拠とし、県で所有する基準がある場合は、県版を改訂
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１．新たな基準等について（一覧表） 資料3-2
※測量・電子納品・３次元データ仕様・出来形管理・監督・検査・評定や、
実施に関する要領・マニュアルなど
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１．新たな基準について（一覧表） 資料3-2

◆ 「情報化施工技術」「情報化施工技術」「情報化施工技術」「情報化施工技術」：：：：山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成29292929年４月試行開始年４月試行開始年４月試行開始年４月試行開始

H29年度 ８基準 ⇒ H30H30H30H30年度年度年度年度 １１１１基準基準基準基準

これまで舗装工に関する基準について、「情報化施工技術」として取

り扱っていたが、今回の「ＩＣＴ（舗装工）」の試行にともなって、そちらに

移行することから、実施要領のみとなるもの

◆ 「ＣＩＭ」「ＣＩＭ」「ＣＩＭ」「ＣＩＭ」：：：：山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成山形県県土整備部：平成30303030年４月試行年４月試行年４月試行年４月試行開始開始開始開始

H30H30H30H30年度年度年度年度 ３基準３基準３基準３基準

「ＣＩＭ」の実施に伴い、試行要領及びガイドライン等について、平成

29年4月から国で新たに定めた基準等

◆工事検査（３次元モデルによる場合）◆工事検査（３次元モデルによる場合）◆工事検査（３次元モデルによる場合）◆工事検査（３次元モデルによる場合）

例）路盤工：従来は、基準高及び幅 ２００ｍに１箇所確認測定

⇒⇒⇒⇒標高較差標高較差標高較差標高較差 １工事につき１断面（土工も同様）１工事につき１断面（土工も同様）１工事につき１断面（土工も同様）１工事につき１断面（土工も同様）

※検査項目と書類が「出来形合否判定総括表」等により省力化
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２．主な基準の概要 ３次元起工測量
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２．主な基準の概要

ステレオ写真測量（地上移動体）による土工の出来高算出要領（案）ステレオ写真測量（地上移動体）による土工の出来高算出要領（案）ステレオ写真測量（地上移動体）による土工の出来高算出要領（案）ステレオ写真測量（地上移動体）による土工の出来高算出要領（案）
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２．主な基準の概要 ３次元出来形管理

ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）
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２．主な基準の概要 ３次元出来形管理

ＴＳ（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳ（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳ（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理要領（土工編）ＴＳ（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理要領（土工編）
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２．主な基準の概要 ３次元出来形管理

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理要領（土工編）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理要領（土工編）



9

２．主な基準の概要 ３次元出来形管理

無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）
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２．主な基準の概要 ３次元出来形管理

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（舗装工事編）（案）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（舗装工事編）（案）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（舗装工事編）（案）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（舗装工事編）（案）



11

２．主な基準の概要 資料3-2

共通仕様書（土木工事施工管理基準及び規格値）山形県県土整備部共通仕様書（土木工事施工管理基準及び規格値）山形県県土整備部共通仕様書（土木工事施工管理基準及び規格値）山形県県土整備部共通仕様書（土木工事施工管理基準及び規格値）山形県県土整備部

◆出来形管理◆出来形管理◆出来形管理◆出来形管理

例）表層工例）表層工例）表層工例）表層工

従来：従来：従来：従来：[厚さ] 1,000ｍ2に１個コアーを採取して測定

[幅] ８０ｍ毎に１個所測定

面管理の場合：面管理の場合：面管理の場合：面管理の場合：

[厚さあるいは標高較差]

・厚さは、直下層と当該層の標高値との差で算出して、設計値と比較

・標高較差は、「直下層の高さ＋設計値」と、実際の高さとの比較

・計測密度は１点／m2以上

[幅] － （対象外）

⇒⇒⇒⇒面管理のため、品質が大きく向上するうえに、施工管理に関す面管理のため、品質が大きく向上するうえに、施工管理に関す面管理のため、品質が大きく向上するうえに、施工管理に関す面管理のため、品質が大きく向上するうえに、施工管理に関す

る省力化が図られる。る省力化が図られる。る省力化が図られる。る省力化が図られる。
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◆「ＩＣＴ活用工事（土工・舗装工）」を実施した場合◆「ＩＣＴ活用工事（土工・舗装工）」を実施した場合◆「ＩＣＴ活用工事（土工・舗装工）」を実施した場合◆「ＩＣＴ活用工事（土工・舗装工）」を実施した場合

対象工事に関わらず、対象工事に関わらず、対象工事に関わらず、対象工事に関わらず、監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫〔〔〔〔施工施工施工施工〕〕〕〕においにおいにおいにおい

てててて２点加点２点加点２点加点２点加点

※ＩＣＴ建設機械のみ活用した場合等、部分的に活用した
場合についても、監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫〔〔〔〔施工施工施工施工〕〕〕〕においてにおいてにおいてにおいて１点１点１点１点

加点加点加点加点

３．工事成績評定における取扱い

◆「ＣＩＭ活用工事」を実施した場合◆「ＣＩＭ活用工事」を実施した場合◆「ＣＩＭ活用工事」を実施した場合◆「ＣＩＭ活用工事」を実施した場合

監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫監督員の創意工夫〔〔〔〔施工施工施工施工〕〕〕〕においてにおいてにおいてにおいて２点加点２点加点２点加点２点加点


